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聞き手・鴻巣俊博

ほ や の あ み

―梅干野さんのオルガンとの出会い

はどのようなものだったのですか?

　 小 頃 習

、中学生 時 少 距離

置 時期 。中学校

教系 学校 毎日礼

拝 聴 、 日、人

「 弾 弾

?」 言 。

時 全然 来

試 弾 、1人

多彩 音色 出

感動 、

楽器的 魅力 強 感 。

道、一直線！ 良

先生 巡 会 、東京藝

術大学 科 入学 。今

思 、 良

切 思 。

―その後、修士課程を終えて名門・

パリ国立高等音楽院（以下、パリ音楽

院）に留学をされました。なぜこの学

校を選ばれたのでしょうか。

　東京藝大 学部3年生 時

住 先輩 家 遊 行 、

一緒 ・

見 行

。海 近 、美食 街 有

名 、 街

・ ・ ・ 大聖堂

＝ 製作

。 ＝

人 、 他 国

多 楽器 残 製作家 。

私 講習会 参加

、 時 講師

・ 先生 。

先生 覚

「 来 ？」

言 私 頑 覚

、「私 行 ！」

気持 時 芽生

。藝大 専門 今

井奈緒子先生 主 教

作品 勉強

、 出会

早島万紀子先生 廣野嗣雄先

生 要素 学

自分 強 思 。

　 先生 ・

先生 2人 教授 務

体制 、 音楽院

科 入学 日本人

、入試 授業

誰 聞 。

「 」 漫画 中

描 音楽院

試験 描写 参考 情

報 、 受験

漫画 通 驚 （笑）。

　日本 職業

存在 思 、世界

最高峰 音楽高等教育機関

音楽院 至 所

、 新鮮 状況 驚 。

科 、作曲系 先生

多 、特

（作曲書法） 、対位

法、和声 先生

、学部長 「

？」 思

。 先生方 名

教会 務

方 、彼 学内 一堂 会

目 当 凄

来 、実感 。

　「 ＝作曲 即興 当

然」 伝統 根強 、

知識 持

、 暗黙 了解

。「 ・

」（完全 音楽家） 代表格

・ （1908-1992）

11歳 音楽院 入学 11年

間 在学中 単位 優秀

成績 取得（ ・

） 、

知識 技術 持 「 ・

」 呼 人 存在 本当

身近 感 環境 衝撃的

、 刺激的 毎日 。

世界に冠たる“オルガン都市”パリの伝統と
文化の奥深さ 梅干野安未（オルガン）インタビュー



―まさにフランスの音楽史を作って

きた人々、そしてこれから作っていく

人々が交差する場所なのですね。そん

なパリ音楽院での授業やレッスンと

いうのは、いったいどのようなもの

だったのでしょうか。

　 実技 週 1回、1時間

、 先生

先生 1年 、 半年

期間 交代 実技 教

。 他2時間 「

・ 」 時間

。 科 学生 集

場 誰 演奏 発表 、批評

時間 。2人 先生

違 持 、 演奏

対 先生 「遅 」 言

、 先生 「速 」 言

（笑）。 毎回繰 広

「結局 」 思 、

説得力 演奏 大切 知

興味深 時間 。

　 、

（分析）、通奏低音 授

業 、即興

（作曲書法） 必修 。修士1年次

本科 併科登録

、週10時間 和声 授業

壮絶 極 充実

間違 。

　 大聖堂

・ 先生 大聖

堂 即興

。 頻繁 聴 行

、毎週

通 時期 。修

了演奏会

、 前 音 組

。夜11時頃 行 、朝 7

時 音 作 大聖堂

内 夜明 迎 。 高

、夜中 下 見

真 暗。暗闇 音 対話 時間

。2019年 火災以後、

音 鳴 、

考 夢 時間

。

　 宮殿 礼拝堂

機会 。

宮殿 休 日、観光客 誰

練習 、鏡

間 私 、 常識 考

環境 練習! 他数

貴重 経験

。

―今回のレクチャーコンサートは

「パリの街と教会、パリ国立音楽院の

変遷をめぐって」というサブタイトル

がつけられています。梅干野さんのパ

リでの経験に裏付けられたお話が聞

くことができるのが楽しみです。

　 ・ 教会

同時期

、 ・ 教

会 、 ・

教会 、弟子

彼 演奏 聴

時代

。 今

、 ・

・ 演奏 聴 環境

続 、

凄 。昔 変 教

会 街並 一方、今 音

楽院 建物 、

隣 宇宙的

、 中

現代 理想 追求

… 文化的 幅 広 、伝統

深 街 感

。

要素 感 嬉

。

―曲目も多彩で、とても充実したレク

チャーコンサートになりそうですね!

　前半 交響的 響

求 作 作品

。 以降、

作品 音 重厚

反動 、古典 回帰

・ 時代 訪

。後半 紹介 作品

様々 音色 使用 、

色彩感 豊

。作品 通 、音色

過程 伝 努

楽 !

2022年11月27日

zoom
※インタビュー全文は当館ウェブサイトに掲
載いたします。

7

オルガン・レクチャーコンサートVol.6
フランス・オルガン
　交響楽派から現代へ
～パリの街と教会、パリ国立音楽院の
　変遷をめぐって～
2023.2.23（木・祝）19：00
全席指定 A席¥3,000、B席¥2,500、
 U-25（25歳以下）¥1,000
講師・演奏：梅干野安未
コーディネーター：室住素子
●曲目
フランク：《3つの作品》より〈英雄的作品〉
デュリュフレ：アランの名による前奏曲とフーガ 
作品7
メシアン：《栄光の御体》より第6曲〈栄光の御体
の喜びと明るさ〉　ほか

■公演情報

即興の先生でノートルダム大聖堂のオルガニスト、
フィリップ・ルフェーブル氏と共に
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文:伊東信宏（大阪大学教授・中之島芸術センター長／音楽学）

　初 ・

(以下、PK) 会 、2004年

。 ・

財団 資料調査 時 、旧

知 怪人 、大井浩明氏 一

度聴 言 、

出 。大井氏

音大 学生時代、PK 出会 、

議論 合奏 間柄

。 時 演奏会 彼

女 弾 、

協奏曲 。彼女

（ 後日本 聴衆 馴染

）裸足 出 、 極

挑発的 演奏 。表現

突 走 大胆 、

荒々 繊細 、自分

、

演奏 意識

求 耳

思 。以後、筆者 彼女

絶対的 信奉者 続 。

　 後 、彼女 初来日

。演奏会 合間 、彼女 京都

連 行 、超高級割烹 H

同行 。 出入

店 、筆者 幼馴染

記憶 。

後 、 日本 色々

彼女 演奏 聴 、

見学 、 話 。

　 中 特 印象深 、2015

年

協奏曲 録音 。彼女

・ 彼 率

一緒 演奏

。筆者 、 録音 盤

手 入 時、 或 音楽雑誌

連載 始 直前 、 １回目

原稿 書 。 一

聴 、彼女 熱烈 信奉者 自認

認識 甘

、 痛感 、１回目 原稿

彼 論 直

。 演奏 方 心

底 驚 、

、 弾丸 聴

行 （2016年1月）。 時 、

PK 協

奏曲 共演 。

　 熱狂 2019年春、

PK 共 来日 頃 続

。私 結局、 ・ 追

、 （当時彼 本拠

山脈 麓 都市） 行

、 連載 原稿 結局、PK

主人公 本

（拙著『東欧音楽綺譚』）※1。

　私 PK 寄与 思 出

来事 。2017年

Deux （PK

・ 共演

）。 二人

〈 〉 大胆

方 弾 、

段階 「貴方 曲

コパチンスカヤに振り落とされないために



何 面白 言 思

、 話 ?」 PK

来 。筆者 〈 〉

、 ・

（〈 〉 捧 女

性 ） 微

妙 相互関係 日本語 書

、

長 顛末 無理 英語 直

PK 送 。 彼女 、

面白 今度 CD 解説 紹介

返事 来 。結局、CD

話 骨子 解説 載

、最後 筆者 謝辞 添

。得難 経験 。

　 頃 、PK 筆者

一緒 彼女 生 故郷

旅行 、 言

。 大井氏 筆者 彼女

紹介 時 、伊東 東欧 詳

民俗音楽学者 、 言

、PK 行

、 最初 思 。

PK 父親 ・

氏 、 連 一部

頃 高名 奏者 、母親

彼 民俗楽団 奏者

、PK 「東欧民俗

音楽」 最 身近

。実際、彼女 父 母 一

緒 Rapsodia 作

（2010年）。 両親 PK

一緒 演奏 民俗

音楽 入 、

〈 〉

PK 、父親

（!） 演奏 ※2。彼女

旅行 口 始

形 頃

思 。

　 実現 2019

年 秋。私 PK

旅 断 理由

万難 排 行

、行 驚 、

PK 極 個人的 家

族旅行 （同行者

彼女 娘、 PK 両親 姉）、

PK自身、 亡命

以来二度目 里帰 。自分

大切

旅行 同行 、自分

、 PK

生 街（ 首都

） 歩 、彼女 父 生 村

行 、父 組織 民俗楽団（ 末

裔） 演奏 彼女

一緒 聴 、 雄大 景観 中

中世 修道院

見 回 。

　彼女 土

、

、 実際 土

匂 嗅 、 空気 中 普段

PK 見

、彼女 演奏 私 一層切

実 。

　 PK 大胆 表現者

脱皮 。腕 痛

演奏 得

時期 、彼女

〈 ・ 〉 朗唱

挑戦 、

2021年 CD 。

本職 歌手 手強 作品

、彼女 誰 大胆 、 誰

精密 音楽 形 。

〈 〉 出会 、

今回 共演

・ 、 強靭

、PK 近年 演奏 一

段 凄 加 。

、 出身

、現代音楽 専門

・ 、

音楽的母語 言

音楽家 。 同時

歴史的鍵盤楽器 演奏 挑戦

。PK 様々 大胆

共演 、方向性

似 互 挑発 、

意味 組 合

最 刺激的 、聴 逃 。

　今回 禍 自宅 閉 込

得 時 、PK 作曲

始 。父 ・

氏 個性的 半 即興的

作曲 行 人 、 不思議

、

一端 聴

。

　 加速 彼女 変貌

、聴 手

私 生易

。振 落 、

覚悟 決 。今 21世紀

代表 表現者 PK

、最近本当 思 。　

9

パトリツィア・コパチンスカヤ
ヴァイオリン・リサイタル
2023.3.21（火・祝）15：00
全席指定 一般¥6,000、
　U-25（25歳以下）¥2,000
ピアノ：ヨーナス・アホネン

●曲目
シェーンベルク：幻想曲 作品47
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第7番
　ハ短調 作品30の2
ウェーベルン：4つの小品 作品7
ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第9番
　イ長調 作品47 〈クロイツェル〉

■公演情報

※1 ちなみにウクライナの戦争が始まって以来、
クルレンツィスはプーチンと関わりの深い銀行か
ら支援を受けていた（にも関わらず、ロシアの戦
争を否定しなかった）ということで西側のメディ
ア、あるいはヨーロッパの音楽界から糾弾される
ことになった。筆者は、その成り行きを息を潜め
て見守っている。

※2  元 〈々ツィガーヌ〉は、ヴァイオリンと「リュ
テアール」のために書かれていて、この「リュテ
アール」というのはピアノに取り付ける音色変換
装置で、これによってツィンバロム風の音が出せ
る、というものだったので、ツィンバロムで演奏す
る、という彼らの試みは全く正当なものである。
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聞き手：篠田大基

―LEOさんは、小学生のころにイン

ターナショナルスクールで箏に出会っ

たとお聞きしましたが、どんな授業

だったのでしょうか?

　僕 通 学校 幼稚園

高校 一貫校 、 小学校4

年生 音楽 授業 、中学

高校 、授業選択 音楽 選

、 箏 選 続 、

箏 触 音楽 授業

受 。 ・

先生 人 先生 、

箏 使 音楽 授業

。

　4、5年生 、年 1回 発

表会 1曲、 弾 焦点

当 、 英語 使

、漢数字 縦書 並 楽

譜 読 苦労 、1

年 練習 覚 感

。中学生（6～8年生） 、箏

調絃 並 、 音階

理解 、 調絃

・ 並 、先生

進行 弾 上 、

即興 、音楽理論 初

歩 箏 使 学 。本当

面白 、素晴 先

生 。 授業 、

箏 対 固定観念

、音楽 対 自由 視

点 持 、

。

―カーティス・パターソン先生は水

戸芸術館にもいらしたことがあったん

です。「箏衛門」（沢井箏曲院門下の

箏奏者による合奏団）のメンバーとし

て、2002年にコンサートとワーク

ショップでいらしてくださいました。

　 ! 親近感

。僕 水戸 行

、 最近、

父方 祖父母 水戸 引 越

。 、水戸

行 楽 !

―今回の曲目について教えていただ

けますか?

　1曲目 、僕 所属 沢井箏

曲院 沢井忠夫先生（1937～

1997）〈鳥 〉。1985年 曲

、僕 印象 、箏

、 古典 域 思

。 次 正真正銘 古

典、江戸時代 作 〈千鳥 曲〉

。 曲 、「

箏 」「 箏 」 音

聴 思 。

　3曲目 〈

（帆）〉 、同 箏 、 数年

革新 僕 模索 新 箏

音楽

、 意図 考

。 箏 弾 試

自体 新 、僕 普

段 奏者

多 、自分 10

代 頃 好 勉強

、 世界観

尊重 、 箏

合 、 世界

箏 良 引 出

、 考 演奏

。箏 表現 、

、 感

思 。

―この曲は、ロー磨秀さんのピアノ

との共演ですね。

　磨秀 留学

、 関 理

箏で弾くクラシック―箏の始原から生まれる新たな表現
LEO（箏）インタビュー

©00000000



解 深 、 次 吉松隆

作品 、複雑

出 作品 和声

感 表現 、素敵 感覚 持

方 。磨秀

箏 重 、 美

箏 倍音 美 聴

思 。

　磨秀 一緒 演奏

、 箏 、

編成

。 少 。

最後 伊福部昭 《日本組曲》

、 箏 迫力 前面 出

、 互 良 引 立 、気

入 。

十三

絃 箏 使 、 《日本組

曲》 二十五絃 箏 演奏 。

―二十五絃もお持ちくださるんです

ね!

　楽器 違 楽

思 ! 箏 何種類

、別 楽器 弾 、

弾 方 違 。同 弾

方 良 音

。 大変 、

弾 ?

思 （笑）。

　十三絃 箏 基本的 五音音階

調絃 、倍音 楽器 共

鳴 際立 、二十五絃

響 余韻 楽 楽器

。 10代 、二十五

絃 音 十三絃 違 、二十五

絃 抵抗感 、弾

楽器 魅

力 分 。二十五

絃 、野坂操壽先生（1938～2019）

考案 、 誕生 30年

若 楽器

、 箏 発展 絶対欠

存在 思 。

―箏は種類によってそれぞれ別の楽

器というくらい違うというお話があり

ましたが、いろいろな箏をお弾きに

なって感じていらっしゃる「箏らしさ」

「日本らしさ」とは、どんなところにあ

るとお考えでしょうか。

　 ～ 、 考

、 全然答 出

。永遠 疑問

。

　思 出 、僕 師匠 沢井一

恵先生 「北京原人 木

張 絃 爪弾 、何 考

」 文章 朗読

。小学生

僕 、急 北京原人 言

…（笑）、全然理解

、 、箏 祖先

、「箏 何？」 考

、原始時代

。 何 叩 打楽

器 生 同 、絃 爪弾

原始的 動作 、

思 込 想

像 、箏 本質 見

必要 。

　 全然新 話

、二十絃 二十五絃 箏

作 野坂操壽先生 、最初 絃

数 増 箏 作 、

十三絃 何百年 変

楽器 形 大幅

邪道 、絃 増 、

箏

、 恐

。 活動 続

、「爪弾 」、 爪 付

絃 「箏」

、 自分 結論

。 、沢井一恵先

生 語 、歴史

想像 話

思 。

―大昔の人が木に絃を張って爪弾い

て楽しんだのが箏の始まりで、爪弾い

て音が鳴ったときの楽しさや美しさを、

箏の先人たちはさらに追求してきたの

でしょうし、日本でのその成果が日本

の箏の伝統になっているのでしょうね。

　 。 新

挑戦 、 尊敬

方々 言葉 思

。箏 爪弾 楽器。爪弾

楽器 箏 考 、 楽器

何 、今 全

、

、自分 今、新 音楽 原動

力 思 。

一番昔 見 、逆 新

怖 。

自分 言 聞

。

　3月14日 、伝統的

十三絃 新 二十五絃 響

違 、箏 表現 楽

思 。

2022年11月25日 zoom

協力：日本
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ちょっとお昼にクラシック
LEO（箏）
2023.3.14（火）13：30
全席指定 一般¥1,500
（カップオン サザスペシャルブレンド1枚付き）
ピアノ：ロー磨秀
●曲目
沢井忠夫：鳥のように
吉沢検校：千鳥の曲
ドビュッシー：《前奏曲集》第1巻より
　〈ヴェール（帆）〉
吉松隆：《プレイアデス舞曲集》より★ピアノ独奏
伊福部昭：《日本組曲》より〈盆踊り〉〈佞武多〉

■公演情報



『水戸芸術館パイプオルガン活動記録集 
1990～2021 つくる、かなでる、ひろがる』
当館のパイプオルガンにまつわる31年分の活動をま
とめた記録集を刊行しました。当館メンバーズでご希
望の方にはエントランスホール・チケットカウンター
でお1人様につき1冊、お渡ししています。またWebサ
イトでもPDFでご覧いただけます。

■編集後記

2023年1月10日発行（第254号）
編集：水戸芸術館音楽部門 ｜ 中村晃、関根哲也、高巣真樹、篠田大基、鴻巣俊博、高木春佳
発行：（公財）水戸市芸術振興財団  〒310-0063 茨城県水戸市五軒町1-6-8  Tel.029-227-8118（音楽部門）
 Tel.029-231-8000（チケット予約センター 9:30～18:00・月曜休館）　https://www.arttowermito.or.jp/  
デザイン：K5 ART DESIGN OFFICE.　　印刷製本：山三印刷株式会社

INFORMATION
※以下は12月24日現在の情報です。
　公演等に関する最新情報は当館Webサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）
学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。
▼Lucky FM ウェブサイト　https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴きいただけます  https://radiko.jp/

◆小菅 優「ソナタ・プロジェクト」 Vol.1 開花 
 2.26（日）15:00
 料金［全席指定］一般¥4,000／U-25（25歳以下）¥1,500

◆井上修 ピアノ・リサイタル
  3.5（日）14:00　料金［全席自由］一般¥3,000／U-25（25歳以下）¥1,500

◆準・メルクル 弦楽器貸与プロジェクト発表会
　 3.12（日）14:00 入場無料／要事前予約

◆ちょっとお昼にクラシック LEO（筝）
　 3.14（火）13:30　料金［全席自由］¥1,500

◆第57回 あひる会合唱団定期演奏会 70周年記念演奏会
　 3.19（日）14:00　料金［全席指定］一般¥1,500／高校生以下¥700

◆パトリツィア・コパチンスカヤ ヴァイオリン・リサイタル
　 3.21（火・祝）15:00
 料金［全席指定］一般¥6,000／U-25（25歳以下）¥2,000

コンサートホールATM

2・3月の主な音楽イベント

美食の街パリのビストロでは、
鴨のコンフィと赤ワインの
組み合わせが最高！

エントランスホール
◆オルガン・レクチャーコンサート Vol.6
　フランス・オルガン交響楽派から現代へ
 2.23（木・祝）19:00
 料金［全席指定］A席¥3,000／B席¥2,500／U-25（25歳以下）¥1,000 

◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート（入場無料／要事前予約）
□2.4（土）12:00～12:30／13:30～14:00 森永ナディア真莉子 
□2.12（日）13:00～13:30 栗山美緒 
□3.4（土）12:00～12:30／13:30～14:00 安井 歩 

◆プロムナード・コンサートEXTRA（入場無料／要事前予約）
 2.25（土）13:00～13:45 下山明莉（オーボエ） 

◆「市民のためのオルガン講座」発表会（入場無料／要事前予約）
 3.18（土）13:30～

チケット・インフォメーション
《2.25（土）発売分》
■水戸室内管弦楽団 第111回定期演奏会
 5.13（土）19:00、14（日）15:00

■ヒラリー・ハーン ヴァイオリン・リサイタル
 6.6（火）19:00

■テリー・ライリー（キーボード、ヴォーカル）88thバースデー・コンサート
 6.24（土）時間未定

好評
放送中!

◆演劇手法を用いた《声》と《コミュニケーション》の
体験型ワークショップ「伝わる声のつくり方・基礎編」　
新聞コラムを使って朗読トレーニング!
2.2（木）、3（金）13:30～15:30
2.4（土）10:00～12:00／13:30～15:30
［参加費］¥2,000
［対象］小学校5年生以上で、
　声を磨いてみたい方どなたでも
※内容や持ち物など、
　詳しくはHP（ACM劇場）をご覧ください。

ACM劇場
演劇・美術のイチオシ企画 !

◆ケアリング／マザーフッド：
「母」から「他者」のケアを考える現代美術
2.18（土）～5.7（日）
［休館日］月曜日（祝日の場合は翌火曜日）
［開場時間］10:00～18:00
（入場は17:30まで）
［入場料］一般¥900／団体（20名以上）
¥700 ※高校生以下／70歳以上、障害者手帳
などをお持ちの方と付き添いの方１名は無料

現代美術ギャラリー

本間メイ《Bodies in Overlooked Pain
（見過ごされた痛みにある体）》2020年

オルガニストの梅干野安未さんには世界最高峰・パリ音楽院オルガン科での経験を気さ
くにお話しいただき、飾らない人柄がとても素敵でした。2/23「オルガン・レクチャーコ
ンサート」での演奏とお話しも乞うご期待!（鴻）

年度は4月で替わるのに、私のスケジュール帳は1月始まりなので、毎年秋頃になると年明
けの予定をメモするのに不便を感じます。でも、年度最後の3か月を新しい手帳で過ごせ
るのは、リフレッシュした気分で良いですね。（篠）

今更ながらKindle端末を購入。今年は電子書籍の本棚の充実を。入手しづらかった本が
簡単に手に入ることもあるので嬉しい。逆に、読みたい本に限って電子化されていないこ
とも。ただ、何と言っても持ち運びが楽なので気に入ってます。（て）

最近、16時間ファスティングが気になっています。16時間断食することで、老廃物や毒素
を排泄する働きが強まり、腸内環境が整うらしい。夜ご飯を早めに食べ、16時間後に昼
食を食べるというやり方が簡単みたいです。やってみます! (春）

オルガン講座では初心者の方から本格的にオルガニストを志す若者まで、幅広い受講生
が発表会に向けて練習中です。読者の皆さんも、来年度はオルガンデビューしてみません
か? 建物全体を満たす壮大な響き、ぜひ一度ご体験を。（樹）　　　　

「MCO子どものための音楽会」がコロナ禍で今年度も開催できなかった。かわりに一昨
年度に続いて、島田真千子さん（vn）と小林万里子さん（pf）が、11日間に22小学校を訪
問し、演奏を届けてくれた。子どもたちの心に音楽の種が蒔かれたことを願う。（中）

予定枚数終了


